
   

           

 

            

 

令和 3年度 

ホームヘルプセンター武蔵野ヘルパー便り 

 
 落ち葉が風に舞う季節を迎え、気づけば日足もすっかり短くなりました。ヘルパーの皆様におかれま

してはお変わりなくお過ごしでしょうか。 

師走に向かい一気に忙しい日々が続きますので、体調に留意してお過ごしください。 

 新型コロナウィルス感染者は減少傾向にありますが、まだまだ気が抜けない状況が続いております。 

ケア中の感染対策は、引き続きご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

■ 令和 3年度自転車整備・点検における費用補助について  

【対 象 期 間】 令和 3 年 4 月 1 日（木）～令和 3 年 12 月 31 日（金） 

 【補 助 額】 2000 円（上限額） 

   【申 請 方 法】 整備・点検時の領収書を申請書に添付し令和 4 年 1 月 31 日(月)までに申請して下

さい。 

   【申 請 先】 持参の場合 ⇒ホームヘルプセンターまでご持参ください。 

           郵送の場合 ⇒総務課 中村宛（別紙参照） 

           ※郵送の場合、報告書等は同封しないようお願いいたします。 

 

■ インフルエンザ予防接種補助申請書について 

 「インフルエンザ予防接種補助」のお知らせをお送りいたしましたが、申請書の同封を失念しており大

変申し訳ございませんでした。こちらの申請も提出〆切が令和 4 年 1 月 31 日（月）までとなっておりま

す。上記同様、持参又は郵送(総務課 中村宛)までご提出ください。 

 

■ 新型コロナウィルス感染対策について 

 感染対策においては、昨年より継続しておこなっていただきありがとうございます。 

緊急事態宣言の解除・感染者数の減少傾向がみられることから、現在行っていただいている感染対策 

ゴーグル、フェイスシールドの使用について「いつまでやったらよいのか？」とのお問合せがありまし

た。感染対策については今後も引き続き継続して行っていただきますようお願い申し上げます。 

 先日身体ケア利用者のコロナ疑いがあり、その時に対応していた職員がゴーグル・フェイスシールド

を着用していなかったため、濃厚接触者と認定され 2 週間の自宅待機となるケースがありました。 

（幸い結果は陰性となり自宅待機は解除となりました） 

保健所が濃厚接触者と認定する定義で、ケアに関することは次の通りとなります。 

① 1 メートル程度の距離で必要な予防策をとらずに患者と 15 分以上接触した人 

② 適切な感染防護無しに患者を診察、看護もしくは介護していた人 

 

 食事介助、排泄介助、密着する移乗移動介助等の身体介護については、コロナウィルスに限らず様々な

感染予防策としてゴーグル・フェイスシールドをできるだけ着用していただき、ご自身の身を守っていた

だきますようお願いいたします。（マスクだけでなく、目の保護も大切です！） 

      

  

 

 



 

 

■ 年末年始の事務所体制と報告書の提出について 

令和 3年 12月 29日(水)～令和 4年 1月 3日（月）は休業となります。 

  緊急時連絡先  

12/29～12/31 当番対応(在宅) 

＊時短業務  

時間内（9-16）  23-2618 

時間外  当番携帯におかけください。 

1/1～1/3 職員対応（石田・後藤） 当番携帯におかけください。 

 報告書提出先  

12月 28日までの報告書 

 提出期限 12/28(火) 

15：00まで 

15：00までに事務所又は高齢者総合センターBOXに提出 

※15：00 以降に高齢者総合センターBOX 投函した場合は

必ず事務所までご連絡ください。 

12月 29日以降の報告書 

提出期限 1/4（月） 

    15：00まで 

1月 4日（月）15：00までに事務所に提出 

※１/１～１/３に事務所下のポストに投函する場合は、1枚でも 

必ず封筒に入れてください。 

    １２/29(水)～12/31(金)高齢者総合センターは閉所です。 

ヘルパーBOXは使用できません。 

    郵便での提出は禁止です。 

 

■ 年末年始の 稼働可能な日程調査について 

同封の用紙にご記入の上、R3年 12月 1日（水）までにご提出お願いいたします。 

 

  

 

「買い物代行の注意点を確認しよう」 

～初心にかえってもう一度～ 

＊12/２０（月）～配信 

＊買い物代行で忘れがちな細かな注意点を

確認しましょう。 

＊会議録を同封しています。 

＊動画を視聴していただき対応について一

緒に考えてみてください。 

 

地域包括ケア人材育成センター主催 

認知症支援研修  

① 「医療的アプローチ」  鈴木医院 神経内科医師 

木原 幹洋 氏 

② 「心理的アプローチ」  多摩パブリック法律事務所弁護士 

                      長谷川 泰 氏 

③ 「実践的アプローチ」  認知症予防財団 相談員 

                      菅 朋江 氏 

＊12/20(月)～配信となります。 

＊視聴方法は別紙をご確認下さい。 

＊３つの研修の中から最低１つを視聴してください。 

＊認知症高齢者見守り支援養成研修（個別に通知して

おります。）対象のヘルパーは全てご視聴していただく

必要がございます。 

 

利用者の外出同行中、利用者がヘルパーとはぐれてしまう事故が発生しました。幸い利用者に事故はありま

せんでした。外出時の支援中、直接的な介助が無い場合は利用者の後ろ又は斜め後ろを歩くようにし、 

何かトラブルが生じた場合でも、すぐに対応できる距離を保つようにして下さい。 


